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資料：農林水産省「畜産物生産費統計」および「営農類型別経営統計」
注１：繁殖牛（子牛生産）は子牛１頭当たり、肥育牛および肥育豚は１頭当たり

生乳は生乳100ｋｇ（乳脂肪分3.5％換算乳量）当たり
養鶏は１経営体当たり

注２：畜産物生産費調査は、令和元年調査から調査期間を調査年４月から翌年３月までの
期間から、調査年１月から12月までの期間に変更した
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畜種別の経営と飼料

粗飼料と濃厚飼料の割合（ＴＤＮベース） 経営コストに占める飼料費の割合（R２年）

粗飼料 ： 乾草、サイレージ、稲わら等
濃厚飼料 ： とうもろこし、大豆油かす、こうりゃん、大麦等

注：ＴＤＮ（Total  Digestible Nutrients）：家畜が消化できる養分の総量。
カロリーに近い概念。 １ＴＤＮｋｇ≒4.41Ｍｃａｌ

○ 我が国の令和２年度（概算）の畜産における飼料供給割合は、主に国産が占める粗飼料が20％、輸入が占める濃厚飼料が
80％（TDNベース）となっている。

○ 飼料費が畜産経営コストに占める割合は高く、粗飼料の給与が多い牛で３～５割、濃厚飼料中心の豚・鶏で６割。
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畜種別の構成（R２年）
（ＴＤＮベース）
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農林水産省「畜産物生産費統計」より試算

交雑種肥育 88.8％
11.2％

ﾌﾞﾛｲﾗｰ経営
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肉専用種肥育
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農林水産省「飼料需給表」

注：令和元年調査から調査期間を調査年４月から翌年３
月までの期間から、調査年１月から12月までの期間に変
更した １



○ 全国の飼料作物作付面積及び収穫量の推移

○ 作付面積は平成19年まで減少傾向で推移。18年秋からの配
合飼料価格の高騰を踏まえ、関係者が一体となり、飼料増産
に取り組んだ結果、飼料用米や稲発酵粗飼料の作付拡大など
から、飼料作物の作付面積が28年まで拡大傾向で推移。令和
３年の作付面積は、飼料用米の作付面積の増加等により前年
に比べ約５％増加。

○ 令和３年産牧草の10a当たり収穫量は3,340kgで、前年を下回
り、青刈りとうもろこしは5,140kgで、前年を上回った。

○ 10a当たり収穫量の推移

２

国産飼料の生産動向

資料：農林水産省「作物統計」
注：令和３年は「作物統計」（概数値）

○ 飼料作物作付面積の内訳（令和３年産）

資料：農林水産省「作物統計」（概数値）、
「新規需要米の都道府県別の取組計画認定状況」

100.10
（100%）

100.10
（100%）

資料：農林水産省「作物統計」、「耕地及び作付面積統計」、「新規需要米生産
集出荷数量」、「新規需要米の都道府県別の取組計画認定状況」

注：令和３年は「作物統計」（概数値）
注：収穫量は飼料課で推計



飼料自給率の現状と目標

○ 令和２年度（概算）の飼料自給率（全体）は25％。このうち、粗飼料自給率は76％、濃厚飼料自給率は12％。

○ 農林水産省では、飼料自給率について、粗飼料においては草地の生産性向上、飼料生産組織の高効率化等を中心に、濃厚
飼料においてはエコフィードや飼料用米の利用拡大等により向上を図り、飼料全体で34％（令和12年度）を目標としている。
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国産12％

輸入85％

国産15％

濃厚飼料

飼料全体 25％ 34％
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○放牧利用
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○野草（林間地等）

国産

100％

輸入24％
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（令和２年度概算） （令和12年度目標）

飼料自給率の現状と目標 近年の飼料自給率の推移

○穀類
（とうもろこし、飼料用米等）

○エコフィード
（パンくず、豆腐粕等）

○糠・粕類
（フスマ、ビートパルプ、

大豆油粕、菜種油粕等）

○その他
（動物性飼料、油脂等）

（令和２年度概算） （令和12年度目標）

（令和２年度概算） （令和12年度目標）

年度
H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

R２
（概算）

全 体 26% 26% 26% 27% 28% 27% 26% 25% 25% 25%

粗 飼 料 77% 76% 77% 78% 79% 78% 78% 76% 77% 76%

濃 厚 飼 料 12% 12% 12% 14% 14% 14% 13% 12% 12% 12%

・令和２年度の飼料自給率〔概算〕は、粗飼料自給率は
１ポイント減、濃厚飼料自給率は変わらず、全体として
は前年度と変わらず25％となった。

・粗飼料自給率は、飼料作物の作付面積がわずかに減少
したことに加え、生育時期の低温や長雨による日照不足、
収穫時期の台風の影響等により単収が減少したこと等か
ら、前年度より１％下降し76％となった。

・濃厚飼料自給率は、主原料であるとうもろこしや大豆
油かすの輸入量が横ばいで推移したことから、前年度と
同じく12％となった。

３



生産増加

○ コントラクター※２、TMRセンター※３

による飼料生産の効率化
・作業集積や他地域への粗飼料供給等、
生産機能の高度化を推進

国産飼料基盤に
立脚した畜産の確立

飼料全体 25％ 34％

粗飼料 76％ 100％

濃厚飼料 12％ 15％

○ 飼料増産の推進
①水田の有効活用、耕畜連携の推進

②草地等の生産性向上の推進

③放牧の推進

○ エコフィード※４等の利用拡大
・食品加工残さ、農場残さ等未利用資源
の更なる利用拡大

耕作放棄地放牧

余剰食品の飼料化青刈り
とうもろこし

集約放牧

気候変動に強い
品種の導入

※１ 稲発酵粗飼料：稲の実と茎葉を一体的に収穫し発酵させた牛の飼料 ※２ コントラクター：飼料作物の収穫作業等の農作業を請け負う組織
※３ TMRセンター：粗飼料と濃厚飼料を組み合わせた牛の飼料（Total Mixed Ration）を製造し農家に供給する施設 ※４ エコフィード：食品残さ等を原料として製造された飼料

稲発酵粗飼料※１

○ 酪農・肉用牛の生産基盤の強化のためには経営コストの３～５割程度を占める飼料費の低減が不可欠。

○ このため、水田や耕作放棄地の有効活用等による飼料生産の増加、草地等の生産性向上、飼料生産組織の育成・強化、食品残さ
等未利用資源の利用拡大の推進等の総合的な自給飼料増産対策により、輸入飼料に過度に依存した畜産から国産飼料に立脚した
畜産への転換を推進している。

〇 また、持続的な畜産物生産のためにも、国産飼料の生産・利用の拡大を進めることが重要。

国産飼料基盤に立脚した生産への転換

利用拡大

R12年度
（目標）

R２年度
（概算）

飼料自給率

飼料収穫作業 TMR調製プラント

○ 子実用とうもろこし等の
生産・利用拡大

・子実とうもろこしの生産実証に必要な
収穫専用機のレンタルや導入等を支援

子実とうもろこし

難防除雑草の駆除

専用ヘッダの収穫

生産増加

４



・ 国産濃厚飼料の生産への取組として、 「イアコーンサイレージ※」や「子実とうもろこし」に関する取組を推進。

・ イアコーンサイレージは、平成20年頃から北海道で生産を開始。

・ 子実用とうもろこしは、

（１） 水田や畑における輪作体系に取り入れることにより、①排水性の改善、②緑肥による地力改善、③連作障害の回避が可能。

（２） 飼料用米等と比べ単位面積当たりの労働時間が少なく、労働生産性が高いが、普及を図っていく上では、生産コストの低減や

専用収穫機の導入、安定した供給体制の構築（需要者とのマッチング、保管施設の確保）が必要。

・ イアコーンサイレージや子実とうもろこしの生産・利用拡大を図るため、モデル実証に必要な収穫専用機械の導入等を支援。

子実用とうもろこし

大豆

小麦（秋まき）

水稲

子実用とうもろこしを組み合せた
輪作体系の一例

とうもろこしの実を外皮ごと収穫し、子実・芯・外皮を
サイレージ化した飼料
→ 牛・豚に給与可能

とうもろこしの子実のみを収穫・乾燥した飼料

→ 牛・豚・鶏に給与可能

子実とうもろこし

イアコーンサイレージ※

国産濃厚飼料（R３作付面積：１，０６０ha(推計)）

コンバインによる収穫（専用ヘッダ装着）

ハーベスターによる収穫
（専用ヘッダ装着） ロールべーラーによる梱包・保存

収穫された子実

雌穂部分のみを
濃厚飼料として利用、

茎葉部は緑肥として利用

※イアコーンのイアー（ear）とは、とうもろこしの雌穂（子実・芯・外皮）の部分を指す。

イアコーン

国産濃厚飼料の生産・利用の推進

【R４年度】 畜産生産力・生産体制強化対策事業
（飼料生産利用体系高効率化対策のうち国産濃厚飼料生産・利用拡大対策）

・ 生産実証支援
生産実証に必要な技術指導や生産機械のレンタル経費等の支援（補助率：定額、1／2以内）

・ 生産モデル支援
生産モデル確立に必要な需給マッチングや生産機械の導入等の支援（補助率：定額、1／2以内）

・ 子実用とうもろこしの種子確保に向けた調査 （補助率：定額）

【R3年度補正】 新市場開拓に向けた水田リノベーション事業

・ 実需者ニーズに応えるための低コスト生産等の取組支援
水田リノベーション産地・実需協働プランに参画する生産者が、実需者ニーズに対応するための低コス

生産等に取り組む場合に、取組面積に応じて支援（補助率：子実用とうもろこし４万円／10a）
・ 需要の創出・拡大のための機械・施設の整備支援 （補助率：1／2以内）

５





Sheet1

		　作　物 サク モノ				反収（kg/10a) ハン オサム		現物ＴＤＮ比
（％） ゲンブツ ヒ		総ＴＤＮ量
（１０ａ） ソウ リョウ

						平均 ヘイキン

						Ａ		Ｃ		Ｉ＝Ａ×C

		青刈りソルガム アオガ				4,110		13%		526

		子実とうもろこし シジツ				650		80%		520

		青刈りとうもろこし アオガ				5,140		18%		941

				作付け５年後 サクツ ネンゴ		9,000		18%		1,647

				作付け５年後 サクツ ネンゴ		9,500		18%		1,739

				作付け５年後 サクツ ネンゴ		10,000		18%		1,830





